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3. 生方史数ほか / 歴史のなかの熱帯生存圏―温帯パラダイムを超えて― / 京都大学
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リーニングクロップ導入によるナス施設栽培休閑期における栄養塩溶脱負荷の削
減 / 土木学会論文集 G（環境） / 2012, 68(7), III_103-III_111. 
6. Nguyen V. H, M. Maeda / Effect of pH on phosphate adsorption onto semi-intensive 
shrimp pond sediment / Science and Technology Journal of Agriculture and Rural 
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8. Akao. S , K. Maeda, S. Nakatani, Y. Hosoi, H. Nagare, M. Maeda, T. Fujiwara / 
Comparison of simultaneous and separate processes / Saccharification and thermophilic 
L-Lactate fermentation of catch crop and aquatic plant biomass / Environmental 
Technology / 2012, 33(13), 1523-1529. 
9. Somura,H., I. Takeda, J. Arnold, Y. Mori, J. Jeong, N. Kannan, D. Hoffman / Impact of 
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River basin, Japan / Journal of Hydrology / 2012, 450-451, 25-35. DOI: 
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10. 高橋絵里奈，米 康充，森 也寸志，宗村広昭，井手淳一郎，佐藤利夫，竹内典之 /
島根県隠岐の島町スギ人工林における間伐の現状 / 森林応用研究 / 2012, 21(2)，
9-16. 
11. XUE Zhu and AKAE Takeo / Maximum surface temperature model to evaluate 
evaporation from a saline soil in arid area / Paddy and Water Environment / 2012, 10(2), 
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12. Zhu Xue, Takeo Akae and Hidenori Morita / Estimation of evaporation from arid-irrigated 
region using MODIS satellite imagery / Paddy and Water Environment / 2012. DOI 
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13. Farook Ahmed, Munehide Ishiguro and Takeo Akae / Influence of organic matter on the 
adsorption of sodium dodecylbenzene sulfonate on volcanic ash soil / Journal of Soil 
Science and Environmental Management / 2012, 3(1), 23-27. 
14. Farook Ahmed, Munehide Ishiguro, Kazuki Moriguchi and Takeo Akae / Adsorption of 
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120, 45-54. 
15. Farook Ahmed, Munehide Ishiguro and Takeo Akae / Dissolution of Humic Sub-       
stances from Highly Humic Volcanic Ash Soil as Afected by Anionic Surfactant 
Electrolyte Concentration and pH / Journal of Environmental Protection / 2012, 3, 
280-287. 
16. 近森秀高，永井明博 / Peak Over Threshold 理論による確率日雨量の推定 / 農業農
村工学会論文集 / 2012, 278, 89-97. 
17. 近森秀高，永井明博 / 地域頻度解析を用いた岡山県における確率日雨量の推定 /
応用水文 / 2012, 24, 1-10. 
18. 西村伸一，藤澤和謙，森井顕二，長尾遥奈 / ため池の維持管理と改修効果の評価 / 
地盤工学会誌 / 2012, 60(1), 28-31. 
19. T. Shuku, A. Murakami, S. Nishimura, K. Fujisawa and K. Nakamura / Parameter 
identification for Cam-clay model in partial loading model tests using the particle filter / 
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21. 藤澤和謙，村上 章，西村伸一，珠玖隆行 / 土の浸食速度を用いた堤体の越流破
堤解析 / 土木学会論文集 A2（応用力学） / 2012, 68(2), I_317 - I_326. 
22. 西村伸一，珠玖隆行，西村有希，藤澤和謙，村上 章 / 粒子フィルタを用いた軟
弱地盤の残留沈下予測 / 土木学会論文集 A2（応用力学） / 2012, 68(2)，I_103-I_114. 
23. 珠玖隆行，西村伸一，藤澤和謙 / データ同化による地盤構造物内の劣化箇所同定
に関する基礎的研究 / 土木学会論文集 A2（応用力学） / 2012, 68(2), I_89-I_101. 
24. 若林 孝，村上 章，珠玖隆行 / データ同化による近接施工のリスク評価 / 農業
農村工学会論文集 / 2012, 80(5), 425-435. 
25. 黄 琬惠，橋本 禅，星野 敏，九鬼康彰 / 台湾における農用地土壌汚染及び汚
染拡大の実態―台湾の農用地土壌汚染の社会的背景及び対策制度の課題― / 農業
農村工学会論文集 / 2012, 282, 印刷中． 
26. 鬼塚健一郎，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 農村地域における SNS 活性化プロ
セスにキーパーソンが果たす役割と効果 / 環境情報科学学術研究論文集 / 2012, 
26, 137-142. 
27. 萩原 和，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 既存組織の知識・経験の有効感を規
定するチームワーク行動の特徴―愛知県豊田市におけるわくわく事業を事例とし
て / 環境情報科学学術研究論文集 / 2012, 26, 125-130. 
28. 岸岡智也，橋本 禅，星野 敏，九鬼康彰 / 獣害対策における都道府県の実施体
制と市町村との関係―近畿地方における野生鳥獣被害対策を事例に― / 農村計画
学会誌 / 2012, 31, 論文特集号，339-344. 
29. 王 忠融，九鬼康彰，星野 敏，橋本 禅 / 地域住民を対象とするむらづくり人
材育成事業の実態と特徴―台湾の農村再生条例における培根計画を事例として― 
/ 農村計画学会誌 / 2012, 31, 論文特集号，291-296. 
30. 藤木庄五郎，星野 敏，中村省吾，橋本 禅，九鬼康彰 / 都市住民による中山間
地域への継続的支援組織の形成プロセス―京都府「ふるさとボランティア」を事
例として― / 農村計画学会誌 / 2012, 31, 論文特集号，285-290. 
31. 萩原 和，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 「テーマ型」地域活動において既存
組織が形成する社会ネットワークの可視化―社会ネットワークへの階層的クラス
ター分析の適用を通じて― / 農村計画学会誌 / 2012, 31, 論文特集号，273-278. 
32. 鬼塚健一郎，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 中山間地域におけるデジタル・デ
ィバイドの実態と改善可能性―地域住民の年齢・属性と意識や特性に着目して― / 
農村計画学会誌 / 2012, 31, 論文特集号，261-266. 
33. 中村省吾，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 個人特性が農地・水・環境向上対策
の評価に及ぼす影響に関する研究－滋賀県農村まるごと保全向上対策を対象とし
て / 農林業問題研究 / 2012, 48(2), 240-246. 
34. 萩原 和，星野 敏，橋本 禅，九鬼康彰 / 再編後の住民自治組織に温存された
既存組織の実態とその背景にある自治体行政の課題－岐阜県恵那市岩村地域のま
ちづくり実行組織を事例として－ / 農林業問題研究 / 2012, 48(1), 64-70. 
35. 金 枓哲 / 現代の韓国地理学界と地理学教育 / 地学雑誌 / 2012, 121-5, 815-823. 
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36. 土屋純，神谷浩夫，金枓哲 / ホーチミンで働く日本人女性の就業状況と生活環境 /
都市地理学 / 2012, 7, 16-28. 
37. 生方史数，レトノ・クスマニンテャス，嶋村鉄也 / 市場作物の浸透が樹園地作物
の多様性と蓄積に与えた影響―インドネシア，ランプン州の事例 / 森林応用研究 
/ 2012, 21(2), 17-26. 
38. F. Ubukata / Exploring Villagers – Resources Network: Differences in the Pattern of 
Natural Resource Use in Yasothon, Thailand / The Journal of Forest Management / 2012, 
(in press). 
39. Y. Honda / Factors Affecting New Rural Dwellers’ Participation in Community Work in 
Japan / Ryukoku Journal of Economic Studies (in press). 
40. 疋田 静，市南文一 / 岡山市中心商店街の経営環境―表町商店街の実態分析を中
心にして― / 日本都市学会年報 / 2012, 45, 186-191. 
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した実践型環境教育― / 環境と安全 / 2012, 31(3), 3-8. 
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5. 片柳薫子，木村園子ドロテア，安立美奈子，前田守弘，伊勢健史 / セミナー報告 第
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6. 生方史数 / サラワク調査とアブラヤシ研究 / 熱帯バイオマス社会 / 2012, 8, 1-4. 
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2. 前田守弘，兵藤不二夫，浅野裕一，中島泰弘 / 窒素安定同位体比からみた笠岡湾
干拓地内の水質汚濁解析 / 岡山大学異分野融合先端研究コア年報 / 2012 年度，
93-94. 
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よる河川水位・地下水位の再現と堰の影響評価−地域水環境と生態系の保全に関す
る検討（代表：沖 陽子） / 平成 23 年度岡山南部農業水利事業委託業務報告書，
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geotechnical structures on soft grounds using the particle filter / International Workshop 
on ICT in Geo-Engineering / 2012. 
12. 九鬼康彰 / 基礎自治体における総合的な獣害対策の設計・計画に関する研究 / 平
成 23 年度和歌山県中山間ふるさと・水と土保全対策事業（土地利用型獣害防止対
策検討調査）報告書 / 国立大学法人京都大学・和歌山県農林水産部 / 2012, 1-61・
119-120. 
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度報告書 / 2012, 11-28. 
14. Y. Isoda, F. Ubukata, M. Maeda, T. H. Hoang, A. T. Nguyen, H. N. Nguyen, D. C. Kim / 
Terraced Paddy Expansion in Sapa in Response to Rapid Population Increase: Remote 
Sensing since 1970s and Accuracy Assessment Based on Fieldwork / Exchange and 
Cooperation Programmes for Promotion and Development of the Education, Science and 
Technology, and Culture of Developing Countries in the Asia-Pacific Region / 2012, 
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1. 沖陽子，中嶋佳貴，仁内実和，内田春香 / 二級河川における台風襲来と沈水雑草
群落の流失および定着との関係 / 日本雑草学会 / 2012 年 4 月 4～5 日. 
2. 川口佳則，市原実，沖陽子 /  畦畔で結実したセンチピードグラス種子の消長解明
に関する基礎研究～種子食動物による捕食との関係～ / 日本雑草学会 / 2012 年 4
月 4～5 日． 
3. 中嶋 佳貴，沖 陽子 / 岡山市南部における沈水雑草 Lagarosiphon major の発生分
布状況 / 日本雑草学会 / 2012 年 4 月 4～5 日． 
4. 中嶋 佳貴，沖 陽子，中島慎吾，西川天平 / 用排水路に設置した植栽マットに自
然発生した雑草群落 / 日本雑草学会 / 2012 年 4 月 4～5 日． 
5. 川口佳則，沖陽子/わが国で市販されるヒメイワダレソウ 4 系統の結実特性 / 日本
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6. 齋藤 稔，浜野龍夫，中田和義 / 淡水産テナガエビ類のマイクロ生息場選好性 / 日
本緑化工学会・日本景観生態学会・応用生態工学会 3 学会合同大会 ELR2012 東
京 / 2012 年 9 月 8 日～2012 年 9 月 9 日． 
7. 中田和義，永野優季，大橋慎平，河合俊郎，大高明史 / 1872 年に北海道阿寒湖で
採集されたニホンザリガニ標本と出現したヒルミミズ類 / 日本甲殻類学会第 50
回大会 / 2012 年 10 月 20〜21 日． 
8. 仲宗根安弘，前田守弘，藤原拓，永禮英明，赤尾聡史 / 施設栽培休閑期における
N2O 発生要因の室内培養実験による検討 / 環境工学フォーラム，京都市/ 2012 年
11 月 29 日. 
9. 前田守弘，近森秀高，Le Van Thang，Nguyen Van Huy，Ha Thi Kim Thanh / ベトナ
ム中部フォーン川水系における土地利用と水質の概況調査 / 日本土壌肥料学会
2012 年度鳥取大会 / 日土肥学会講演要旨集（第 58 集）/2012 年 9 月. 
10. 浅野裕一，前田守弘，兵藤不二夫，中島泰弘，藤原拓，永禮英明，赤尾聡史 / 牛
舎由来のアンモニアが隣接圃場におよぼす影響：笠岡湾干拓地における一事例 / 
日本土壌肥料学会 2012 年度鳥取大会 / 日土肥学会講演要旨集（第 58 集） / 2012
年 9 月. 
11. 赤江剛夫，Xue Zhu / 地表面温度と衛星画像データを用いた広域蒸発量の推定 / 
2012 内蒙古農業大学・岡山大学学術交流セミナー / 2012 年 4 月 2 日. 
12. 河村一樹，赤江剛夫 / 広域蒸発量と洗脱効果係数を用いた乾燥地農地の最適用排
水配分－中国内蒙古自治区河套灌区を対象として－ / 2012 年度農業農村工学会中
国四国支部講演会 / 2012 年 11 月 1 日. 
13. 花岡郁美，守田秀則 / 農村アメニティ評価の個人差に関する研究 / 第 67 回農業
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14. 守田秀則，森啓輔，赤江剛夫 / 衛星画像画素値の年平均と年分散を用いた土地被
覆分類―中国内蒙古自治区河套灌区を事例として― / 第 67 回農業農村工学会中
国四国支部講演会講演要旨集 / 2012. 
15. 藤本雅一，守田秀則，赤江剛夫 / 多項ロジットモデルを用いた MODIS 画像の画
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日本における蒸発散量の長期変動解析 
Trends of evapotranspiration in Japan 
 
小早川直也 1)，諸泉利嗣 2)，三浦健志 2) 
KOBAYAKAWA Naoya1)，MOROIZUMI Toshitsugu2)，MIURA Takeshi3) 












           図 1 解析対象地点        図２ Penman 式による蒸発散量のトレンド  
■キーワード■ 
可能蒸発量，基準蒸発散量，実蒸発散量，地球温暖化，長期変動 
■ 所 属 ■ 
1)大学院環境学研究科，2)環境管理工学科 教授 
■ 掲載先 ■ 
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Peak Over Threshold 理論による確率日雨量の推定 
Estimation of Return Level of Daily Rainfall Using Peak Over Threshold Theory 
近森秀高 1), 永井明博 1) 
CHIKAMORI, Hidetaka and NAGAI, Akihiro 
■ 概 要 ■ 
 ある閾値を超過するデータを対象とした極値理論である POT（Peak Over Threshold）理論に基づ
いて，1981 年から 2010 年の 30 年間に全国 21 地点において観測された日雨量データから確率日雨
量を推定し，年最大値を対象とした従来の年最大値法（AMS 法）による推定結果と比較して，POT
理論による推定値の特性を調べた． 
 農地排水計画や水工計画の策定に必要な確率水文量は，従来，年最大値系列に Gumbel 分布や一
般化極値分布などの極値分布を当てはめることにより推定されてきたが，POT 理論では，標本とな
るデータ系列からある特定の閾値以上のデータ（閾値超過系列）を選択し，これに指数分布や一般
化パレート分布などを当てはめて極値を推定する．POT 理論に基づく POT 法は，閾値を超過する
大きいデータを有効に利用できる反面，この閾値を適切に定めることが難しい．これは，年最大値
データから確率日雨量を一意に求めることができる従来法に比べ，実用上不利な点である． 
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Peak Over Threshold 理論，標準化閾値，極値解析，確率日雨量，水文統計 
■ 所 属 ■ 
1)大学院環境生命科学研究科 教授 
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地域頻度解析を用いた岡山県における確率日雨量の推定 
Estimation of Return Level of Daily Rainfall in Okayama Prefecture by Applying Regional Frequency Analysis 
近森秀高 1), 永井明博 1) 
CHIKAMORI, Hidetaka and NAGAI, Akihiro 
■ 概 要 ■ 
 農地排水計画や水工計画に必要な確率雨量を推定する際，観測期間が短い場合や，近年の気候変
動を考慮しなければならない場合は，従来のように１地点における年最大値データを用いる地点頻
度解析（site frequency analysis, SFA）では，利用できるデータ数が限られるため，十分な推定精度
が確保できない恐れがある．このような場合の対策の一つとして，降雨特性の類似した複数の観測
点におけるデータを用いて統計解析を行う地域頻度解析（regional frequency analysis, RFA）法の利










図 1 クラスター分析による地域分類 
 
表１ 解析対象雨量観測点一覧 
   
■キーワード■ 
極値解析，日雨量，地域頻度解析，信頼区間 
No. No. No. No. No. 地点名 地点名 地点名 地点名 地点名
1 8 15 22 29 倉敷 虫明 瀬戸 古町 新見
2 9 16 23 30 矢掛 三石 赤坂 奈義 下砦部
3 10 17 24 31 総社 尺所 金川 津山 久世
4 11 18 25 32 井原 和気 福渡 堀坂 千屋
5 12 19 26 33 佐屋 加賀美 赤磐 奥津 新庄
6 13 20 27   高梁 玉野 柵原 上長田
7 14 21 28   陣山 岡山 湯郷 笠岡
(b) ３分類
(a) ５分類
図２ 地域頻度解析および地点頻度解析による 100 年確率日雨量
の Bootstrap 推定値（平均値）および 95%信頼区間 
■ 所 属 ■ 
1)大学院環境生命科学研究科 教授 
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応答曲面法による斜面の簡易安定解析 
A Simplified Approach for Slope Stability Analysis using Response Surface Methodology 
珠玖隆行 1), 西村伸一 1), 藤澤和謙 2), 久保祐太郎 3) 
SHUKU Takayuki, NISHIMURA Shin-ichi, FUJISAWA Kazunori, KUBO Yu-taro 








【結果】得られた応答曲面を図 3に示す．近似関数として 2 次関数を用いた．また，応答曲面の分散分
析表を表 3 に示す．決定係数 R2が 0.966 を示すことから，作成した応答曲面は因子の変動による応答の
変動を精度よく表現できていると判断できる．また，ある実験点に関して，飽和・不飽和浸透流および






■ 所 属 ■ 
1)岡山大学大学院環境生命科学研究科，2)京都大学大学院農学研究科，3)国土交通省九州地方整備局 
■ 掲載先 ■ 





















































図 1 簡易解析フロー 
図 3 応答曲面 
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データ同化による地盤構造物内劣化箇所同定に関する基礎的研究 
Fundamental Study for Identification of Degraded Area in Geotechnical Structures using Data Assimilation 
珠玖隆行 1), 西村伸一 1), 藤澤和謙 2) 
SHUKU Takayuki, NISHIMURA Shin-ichi, FUJISAWA Kazunori 
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図 2 同定された劣化箇所 
図 1 改良した同定フロー 
■キーワード■ 
地盤構造物，劣化箇所，データ同化，粒子フィルタ 
■ 所 属 ■ 
1)岡山大学大学院環境生命科学研究科，2)京都大学大学院農学研究科 
■ 掲載先 ■ 
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MPS 法による斜面災害の予測に関する基礎的研究 
Fundamental Study for Prediction of Slope Hazards using MPS Method 
珠玖隆行 1), 西村伸一 1), 藤澤和謙 2) 
SHUKU Takayuki, NISHIMURA Shin-ichi, FUJISAWA Kazunori 

















■ 所 属 ■ 
1)岡山大学大学院環境生命科学研究科，2)京都大学大学院農学研究科 


























































































図 2 到達距離の確率分布 
図 1 土砂の崩壊過程 
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観光客と地域住民からみた岡山県総社市備中国分寺の景観と観光 
The Landscape and Sightseeing of Bittchu-Kokubunji Based on the Viewpoints of Tourists and Local Residents 
水田智也 1), 市南文一 2)  
MIZUTA Tomoya, ICHIMINAMI Fumikazu 


























   図１ 備中国分寺のﾌﾟﾗｽｲﾒｰｼﾞ（観光客）      図２ 備中国分寺のﾏｲﾅｽｲﾒｰｼﾞ（観光客） 







 図３ 備中国分寺への総合的な満足度（観光客）  図４ 備中国分寺への総合的な満足度（地域住民） 
■キーワード■ 
景観，観光，地域住民，備中国分寺，総社市 
■ 所 属 ■ 
1)(株)三浦工業 
2)環境管理工学科 教授 
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岡山市中心商店街の経営環境―表町商店街の実態分析を中心として― 
Business Environment of Central Shopping Town at Omote-cho in Okayama City 
疋田 静 1), 市南文一 2)  
HIKITA Shizuka, ICHIMINAMI Fumikazu 
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 図１ 主要商店街の年間小売業販売額          図２ 営業年数別の経営者の年代            
    
    
図３ 最近の経営状況 






■ 所 属 ■ 
1)元大学院環境学研究科博士前期課程社会基盤環境学専攻 
2)環境管理工学科 教授 

































































































































22. Point Process モデルを用いた降雨時系列の模擬発生 
（2012 年 3 月および 9月認定の卒業論文） 
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土壌の乾燥の進行に伴う土壌中塩分の状態変化 
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３．結果と考察  使用した EC 推定式を(1)式で示す。 
EC=-83.386[(band5-band7)/(band5+band7)]+20.295  適合度 RSQ=0.063              -(1) 
 結果は東部と中部で EC の高い分布を示した(図 1)。EC の傾向は推測することはできるが、適合度は
低いので推定された EC の値は信頼度が低いと考えられる。最適用水配分を求めた結果、取水量は現状の
35.23 億 t を 18.27 億 t まで削減できることが分かった(図 2)。ただし、六排干溝、鹸沙干溝、義通干溝
では最大通水能力をそれぞれ 2.0 倍，1.1 倍，1.5 倍にしなければ、Na 蓄積量を 0にすることができない
ので、通水能力の改善が必要である(図 3)。本研究では水収支を制約条件に加えることで、より現実にあ
った解析を行えたと言える。 
図２ 現状，case1，case2 の取水量の比較        図３ 現状，case1，case2 の排水量の比較 
■卒論指導教員■ 
環境管理工学科 赤江剛夫  
■キーワード■ 
乾燥地、塩類集積、灌漑、衛星画像、線形計画  
■ 所 属 ■  
生産基盤管理学 
図 1  (band5-band7)/(band5+band7)による EC 推定マップ
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海水被曝した沿岸低平農地土壌の効率的除塩方法について 











2012/1/2 の間、2 つの枠に 0.3％塩水を 9 cm 湛水し、10 日間
乾燥させた後に湛水リーチングと間断灌漑の 2 種の除塩試験
を行った。リーチング水量は両区とも 6 cm で、間断区では 3
回に分けて 2 cm ずつ投入した。乾燥・除塩の過程において各
深度の含水比、EC、陽イオン量(Na⁺K⁺Ca²⁺Mg²⁺)を測定した。
（２）室内カラム試験方法 2 種類の試験土壌を、所定の乾燥
密度 (Loam:1.18 g/cm³,ClayLoam:1.17 g/cm³)で直径 5 cm の
カラムに 5 cm 高さに詰め、笠岡湾干拓地で採水した海水を下  図１ リーチング方法と EC の時間変化 
方から毛管飽和させた。純水による湛水リーチング、5 
mmol/l 石膏溶液での石膏リーチング、間断灌漑による除塩試
験を行い、流出水と実験後土壌の EC, pH, 陽イオン濃度(Na⁺K
⁺Ca²⁺Mg²⁺)、土壌の透水係数を測定した。 
３．結果と考察: （１）現地試験結果 両区とも除塩後の
EC が表層で 0.2mS/cm 低下した。ESP は湛水リーチングよりも
間断灌漑の低下が大きかったが、両者の効果の差は明瞭ではな
かった。（２）カラム試験結果 石膏リーチングは除塩時間が
最も短く(図 1)、透水係数改良効果が大きい。        図２ リーチング方法と土壌中残留 Na 濃度 
















■ 所 属 ■  
生産基盤管理学 
土性
除塩時間 Na除去率 除塩時間 Na除去率
(h) (%) (h) (%)
湛水リーチング 1.79 79.4 3.21 94.12
石膏リーチング 1.097 97.58 3.12 100.36
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笠岡湾干拓地における浸入海水量の推定 




■ 概 要 ■ 
１．研究背景と目的 地球温暖化による海水位の上昇により、海水位よりも低く位置する干拓地への浸
入海水量の増大が予想される。しかし、干拓地への浸入海水量を測定した事例はあまりない。そこで、




ここで、Pin ：浸入海水量、ET：蒸発散量、Dt ：寺間排水量、Dk ：片島排水量、I：金崎分水工の流
量、R：降水量、ΔS：貯留量である。ET はペンマン式を用いて求めた。年間を通じると式(１)において
ΔS＝0 と仮定して、浸入海水量を算出した。 
②Na 収支法 Sp＝(Sdt＋Sdk)－Sb＋ΔSNa････(２) 
 ここで、Sp ：浸入海水 Na 量、Sdt ：寺間排水 Na 量、Sdk ：片島排水 Na 量、Sb：牛糞尿中 Na 量、Δ
SNa：貯留 Na 量である。４回の採水調査により、流入・流出地点の EC と原子吸光法による Na 濃度の
関係を求めた。寺間排水機場の Na 濃度は連続して測定した EC と降水量の降雨時と降雨後３日間の関






 Pin ＝｛（Dt×θt）＋(DK×θk)｝－ΔS････(３) 




示す。水収支法が 586.8±65.6mm、Na 収支法が 
647.5±88.9mm、安定同位対比法が 600.1±67.7mm 
となった。3 方法の平均では近年、増加傾向となり 
平成 23 年度では 632.1mm となった。Na 収支法、 
安定同位対比法で使用する EC は、降水量に大きく 
依存する。したがって、Na 濃度、海水含有率を精 
度良く推定するためには、年間を通して EC の実測 
値を計測する必要がある。 
■卒論指導教員■ 
環境管理工学科 赤江剛夫 森也寸志 
■キーワード■ 
海水浸入、水収支、塩分収支、安定同位対比 
■ 所 属 ■ 
生産基盤管理学 
水収支　 塩分収支 安定同位対比 3方法の平均
年度 (mm) (mm) (mm) (mm)
平成14年度 627.7 564.1 559.9 583.9
平成15年度 488.4 669.2 627.0 594.9
平成16年度 515.1 796.9 735.1 682.4
平成17年度 651.0 509.8 491.8 550.9
平成18年度 551.7 699.9 652.7 634.8
平成19年度 635.0 556.2 579.6 590.3
平成20年度 627.4 619.2 580.0 608.9
平成21年度 554.2 625.0 602.4 593.9
平成22年度 682.3 704.7 572.6 653.2
平成23年度 534.7 729.5 600.1 632.1
平均 586.8 647.5 600.1 612.5
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海水浸入による農地土壌の塩類化過程 














る影響（図 1）は SL が排水・通気性に優れているため、LiC よりも体積含水率は全体的に低い値となっ
た。（SL（風乾 0.5pore volume）：53.22%、LiC（風乾 0.5pore volume）：74.89%）どちらの土性でも浸潤 1
週間後になると、表層を除く各層の体積含水率は一定の値に近づき、初期含水比の違いが体積含水率に
与える影響については、風乾状態の方が飽和状態より、時間が経過すると全層にわたり体積含水率が大
きく変化する。また土性の違いが浸潤後の EC1:5 に与える影響をみると（図 2）、SL よりも LiC の方が
高い EC1:5 値を示した（SL（風乾 0.5pore volume）：2.5mS/cm、LiC（風乾 0.5pore volume）：6.1mS/cm）。
再分布 1週間後も、全層にわたって SLよりLiCの方が高いEC1:5値を示した。初期含水比の違いがEC1:5
に与える影響をみると、風乾試料の方が飽和試料よりも下層深くまで塩分が浸入した。浸潤 1 週間後で
は下層の EC1:5 の値が、風乾試料では 1.32mS/cm となったが、飽和試料では 0.179mS/cm に留まった。
以上のように、初期含水比が風乾状態の LiC が最も塩水が浸入しやすく、再分布後も LiC が最も表層
に塩類を集積させることが分かった。 
 















 A Study on effective desalinization method for saline form land using calcium chloride  
白濱歩実 
Ayumi Shirahama 
■ 概 要 ■ 
1．研究背景と目的  乾燥地域の灌漑区では限られた水資源の中で除塩を行うためには、効率的な除
塩方法が求められている。本研究では、湛水リーチング法において、リーチング溶液に塩化カルシウム
を添加することにより Na－Ca 交換を促進し、効率的な土壌中の Na 排除を狙うことを目的とする。 
2．実験方法 河套灌区の塩害地土壌を直径 5cm、高さ 2.5cm、乾燥密度 1.47g/cm3 になるようにカラ
ムに詰めた後、純水、擬似黄河水、2種類の濃度 7.55mM、15.1mM の塩化カルシウム溶液を用いた湛水リ
ーチング試験を行った。流出水の pH、EC と Na、Ca、Mg イオン濃度を測定し、透水係数、ESP を算定し
た。 
3．実験結果 図 1 に流出水量と透水係数の変化を示す。塩化カルシウムを添加したことにより、土
壌の凝集効果が働いたため、透水性の改善が図られていることがわかった。また、塩化カルシウムを添
加した場合、濃度にほぼ比例して吸着量は多くなるが、5 pore volume の流出量では陽イオン交換容量
(CEC)の値 8.5mmol/kg には達しなかった。 
4．Na,Ca 濃度変化のシミュレーションについて Na の挙動は移流分散方程式で、Ca の挙動は吸着を
表す遅延係数 Rを考慮した形の移流分散方程式に当てはめた。 
   z:深さ t:時間 D:分散係数 V:間隙流速            
結果、Na は移流分散方程式で挙動をよく再現できた。Ca 吸着に関しては、100 時間後あたりで元の溶
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海水浸入農地土壌の乾燥とスレーキング現象を利用した除塩法 











えて混合し、直径 5cm、高さ 2.5cm のサンプラーに詰めた。デシケータ中で乾燥させ、初期含水比 10%、
20%、30%試料を作成した。試料を純水に浸し時間経過ごとにスレーキングの様子や塩分溶出量等を測
定し、乾燥程度の違いによる除塩効果の変化を三反復で調べた。 
2)カラム試験 試料は水田土壌を用い、同様に海水を混ぜた。直径 5cm、高さ 15cm のカラムに深さ 5cm
になるよう試料を詰め、乾燥させ、初期含水比 20%、30%試料と飽和試料を作成した。それぞれの試料
に 2pore volume の潅漑水を加え、排水を 0.25pore volume ごとに採取し、24 時間後の排水量と排水の EC、
土壌中塩分残存量等を測定し、乾燥程度の違いによる除塩効果の変化を調べた。 
3.実験結果 
1)スレーキング試験 図 1 に水田土壌のスレーキング塩分溶出率を示す。初期含水比 10%、20%試料で
は、スレーキングが起こり溶出速度も速かったため塩分溶出率は高かった。初期含水比 30%試料では、
ほとんどスレーキングは起きず溶出率は低かった。初期含水比 20%試料が最も高い溶出率を示した。 















図 1 スレーキング試験における 1 時間後の塩分溶出率 図２ カラム試験における塩分溶出率 
■卒論指導教員■ 
環境管理工学科 赤江剛夫 森也寸志 
■キーワード■ 
塩害，除塩，スレーキング， 
■ 所 属 ■ 
生産基盤管理学 
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地表面温度と土壌水分量・蒸発量の関係 









Temperature Vegetation Dryness Index)を利用し，地表面温度と土壌水分量，蒸発量の関係について考察し








































Changes in mother of pearl growing and its social impact to three villages: case studies in Uchiumi, Shimonada 
























真珠母貝養殖業が繁栄していた 1972 年からの時期は、どの地域も活気をもたらし、U ターンで若者
が戻ってきて、人口流出を食い止めていた。しかし、大量へい死以降、基幹産業が衰退したことによっ


















































































び、各運営団体へのヒアリング調査と生産者計 25 人と消費者計 98 人に対して産直市利用に関するアン
ケート調査を行った。 
JA 八万支所朝市は月 3 回早朝に開催され、支所管内の女性組合員が朝市部会を運営し、自ら生産した
農産物を直接販売する。すきとく市はスーパーマーケットチェーン店(株)キョーエイが運営する常設産
直コーナーで、県内産農産物を委託販売する。生産者は配送センター利用方式と直接持ち込み方式の 2


















                     図 1 設置形態別・消費者の「地産地消」の定義の割合
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災害に強い社会の創造～岡山市・高知市における地震対策と住民意識～ 
























































4. Physicochemical characteristics and phosphate adsorption of brackishwater aquaculture 









8. Land use change analysis applying GIS and remote sensing technology-A case study in 















15. 浅水流方程式を用いた越流による堤体浸食の 3 次元シミュレーション 
16. 堤体材料の浸食特性と限界流における堤体浸食速度 
 
（2012 年 3 月および 9月認定の修士論文） 
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18. Environmental Conservation Policy of Desertification in Inner Mongolia and the Impact 











 1. Environmental Conservation Policy of Desertification in Inner Mongolia and the Impact 
  on the Local Livelihood,  
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Environmental conservation policy of desertification in Inner Mongolia and the 
impact on the local livelihood－A case study: Ejina Banner, Inner Mongolia 













査世帯総数は 45 世帯であり，そのうち 16 世帯はいったん「移民村」に移住させられたが，その後
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